
の
最
近
の
動
向

析
の
理
論
と
応
用

伊
藤
武
彦
人
間
関
係
学
部
教
授

は
じ
め
に

筆
者
が
学
生
時
代
に
統
計
学
と
デ
ー
タ
解
析
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
頃
は
、
関
数
電
卓
が
ち
ょ
う
ど
学
生
の
手
の
届
く
価
格
に
な

っ
た
時
で
あ
っ
た
。
大
学
で
は
紙
テ
ー
プ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
デ
ー

タ
を
入
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
簡
単
な
統
計
計

算
で
も
、
当
時
は
手
間
の
か
か
る
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
一
九

八
0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
普
及
し
、
高
性
能
の
計
算
機
が
比
較
的
安
価
で
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
は
一

O
年
前
の
大
型
電
子
計
算

機
よ
り
も
機
能
が
上
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高
性
能
化
だ

け
で
な
く
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
や
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
%
な
ど
、
マ
ウ

ス
を
利
用
す
る

G
U
I
(グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
)
が
進
み
、
利
用
者
が
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

一一一一一128

く
ら
い
に
使
い
や
す
い
道
具
と
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
S
P
S
S

と
い
う
統
計
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
は
、
一
九
九
四
年
に
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
版
が
発
売
さ
れ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
コ
マ
ン
ド
言
語
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
一
行
ご
と
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
因
子

分
析
や
重
回
帰
分
析
な
ど
の
高
度
な
統
計
手
法
を
マ
ウ
ス
の
ク
リ

ッ
ク
だ
け
で
実
行
で
き
る
と
い
う
、
夢
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
の
発
展
も
著
し
く
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な

環
境
で
手
軽
に
世
界
中
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
水
田
(
一
九
九
六
、
九
七
)
は
、
統
計
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を

自
分
の

W
W
W
(
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
)
で
公
開
し
、

遠
隔
地
に
あ
る
デ
l
タ
を
、
自
宅
で
手
軽
に
計
算
す
る
と
い
う
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
.
今
回
の
論
文
も
白
冨
Z
同
支
共
分
散
構

造
分
析
利
用
者
の
メ

l
ル
リ
ス
ト
)
や
統
計
関
係
の

W
W
W
の
情

報
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
二

1
三
年
で
、
デ
l
タ



解
析
や
統
計
利
用
の
環
境
が
一
変
し
た
感
が
あ
る
。

統
計
手
法
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
め
ま

ぐ
る
し
い
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
例
と
し
て
、
本

論
文
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
利
用
に
よ
る
「
共
分
散
構
造
分

析
」
の
手
法
と
適
用
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

新
し
い
統
計
手
法
と
し
て
の
共
分
散
構
造
分
析

共
分
散
構
造
分
析
と
は

「
共
分
散
構
造
分
析
」
と
い
う
の
は
、
「
直
接
観
察
で
き
な
い
潜

在
変
数
を
導
入
し
、
そ
の
潜
在
変
数
と
観
測
変
量
の
聞
の
因
果
関

係
を
同
定
す
る
事
に
よ
り
、
社
会
現
象
や
自
然
現
象
を
理
解
す
る

為
の
統
計
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
(
狩
野
、
一
九
九
六
て
こ
の

共
分
散
構
造
分
析
を
行
な
う
為
に
導
入
さ
れ
た
モ
デ
ル
が
「
共
分

散
構
造
分
析
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。

共
分
散
構
造
分
析
は
別
名
、
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
、
因
果
構
造

モ
デ
ル
、
巳
ω一何回
F
モ
デ
ル
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

2

共
分
散
構
造
分
析
と
パ
ス
図

共
分
散
構
造
分
析
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
、
「
パ
ス

図
」
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
.
そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
ル

l
ル

が
あ
り
(
豊
田
、
一
九
九
一
一
)
、
先
ず
、
第
一
に
、
観
察
さ
れ
る
デ

!
夕
、
実
験
の
デ
l
タ
と
か
質
問
紙
の
答
え
は
四
角
形
で
阻
む
と

い
う
ル
l
ル
が
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
あ
る
だ
ろ
う

と
予
測
さ
れ
る
因
子
や
潜
在
変
数
は
円
ま
た
は
楕
円
で
囲
む
。
第

三
に
、
誤
差
変
数
は
、
小
さ
な
円
ま
た
は
楕
円
で
囲
む
場
合
と
囲

ま
な
い
場
合
が
あ
る
。
第
四
に
、
因
果
的
な
影
響
を
与
え
る
変
数

か
ら
与
え
ら
れ
る
変
数
に
単
方
向
の
矢
印
を
書
き
、
矢
印
に
共
分

散
を
付
与
す
る
・
第
五
に
、
共
変
動
を
示
す
二
つ
の
変
数
に
因
果

関
係
を
仮
定
し
な
い
と
き
は
双
方
向
の
矢
印
を
書
き
、
矢
印
に
共

分
散
を
付
与
す
る
。

こ
の
五
つ
の
ル
l
ル
に
し
た
が
っ
て
示
さ
れ
た
パ
ス
図
は
、
モ

デ
ル
の
特
徴
を
直
観
的
に
伝
達
す
る
と
い
う
特
長
を
も
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
矢
印
は
因
果
の
方
向
を
表
わ
し
、
単
方
向
の
矢
印
を

も
ら
っ
て
い
な
い
変
数
は
外
生
変
数
で
あ
り
、
パ
ス
係
数
を
た
ど

る
こ
と
に
よ
り
直
接
的
効
果
、
間
接
的
効
果
、
総
合
効
果
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
パ
ス
図
を
発
明
し
た
生
物
統
計
学

者
巧
必
至
一
九
二
一
)
以
来
の
手
法
で
あ
る
が
、
潜
在
変
数
(
因
子
)

が
パ
ス
図
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
複
雑
な
関
係
が
視
覚
的

.
具
体
的
に
表
現
・
理
解
で
き
る
と
い
う
長
所
を
持
つ
。

し
か
も
、
共
分
散
構
造
分
析
の
パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

中
に
は
〉
冨
Oω
等
の
よ
う
に
、
パ
ス
図
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
自

動
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
述
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な

G
U
I

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3

共
分
散
構
造
分
析
の
特
徴

共
分
散
構
造
分
析
の
特
徴
の
一
つ
は
、
回
帰
分
析
に
潜
在
変
数

を
導
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
因
子
分
析

は
探
索
的
因
子
分
析
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
の
場
合
は
、
検
証

的
と
か
確
証
的
因
子
分
析
と
呼
ば
れ
る
。
要
す
る
に
、
因
子
分
析

に
因
果
関
係
パ
ス
解
析
を
導
入
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
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共
分
散
構
造
分
析
の
長
所
と
し
て
、
豊
田

(
S
U
M
-
2二
千
〈
)
を

参
考
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
先
ず
、
第
一
に
、
仮
説
に
基
づ
く
構

成
概
念
の
関
係
を
表
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
構

成
概
念
相
互
の
関
係
の
仮
説
を
検
証
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
モ
デ
ル
の
〈
当
て
は
ま
り
の
よ
さ
〉

と
、
パ
ス
係
数
の
〈
強
さ
〉
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
モ
デ
ル
の
比
較
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
適

合
度
の
指
標
に
は
、
①
モ
デ
ル
が
母
数
の
推
定
に
利
用
し
た
デ
ー

タ
の
振
る
舞
い
を
ど
の
程
度
説
明
し
て
い
る
か
と
い
う
「
説
明
力
」

と
、
②
同
様
な
デ
l
タ
を
何
度
も
収
集
し
、
そ
の
た
び
に
同
一
の

モ
デ
ル
で
母
数
の
推
定
を
行
な
う
と
仮
定
し
た
場
合
の
推
定
値
の

ば
ら
つ
き
が
小
さ
い
か
と
い
う
「
安
定
性
」
の
二
つ
の
観
点
が
あ

る
。
適
合
度
指
標
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
の
あ
て
は
ま
り

の
良
さ
が
評
価
で
き
る
と
と
も
に
、
競
合
す
る
モ
デ
ル
聞
の
優
劣

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
モ
デ
ル
表
現
が
豊
か
な
こ
と
で
あ
る
。
双
方
向
因
果

と
か
制
約
っ
き
母
数
、
間
接
相
互
効
果
な
ど
の
モ
デ
ル
表
現
が
豊

か
で
あ
る
。
豊
田
・
前
回
・
柳
井
(
一
九
九
一
一
)
、
豊
田
(
一
九
九

二
)
な
ど
に
、
い
ろ
い
ろ
な
実
例
が
載
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
誤
差
を
、
因
果
関
係
の
誤
差
・
独
立
変
数
の
誤
差
・

従
属
変
数
の
誤
差
と
三
種
類
に
区
分
し
、
誤
差
変
数
聞
の
相
闘
を

認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
関
の
希
薄
化
の

修
正
(
後
述
)
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
重
回

帰
分
析
に
は
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
、
変
数
聞
の
誤
差
が
相
関
し

て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
.
こ
れ
は
、
同
じ
被
験
者

に
時
間
を
お
い
て
何
度
も
デ
l
タ
を
と
る
縦
断
的
な
研
究
を
行
な

う
場
合
に
有
効
で
あ
る
。

共
分
散
構
造
分
析
の
例
一
大
学
生
の
平
和
意
識
の
構
造

統
計
の
手
法
に
は
、
発
見
的
方
法
(
探
索
的
分
析
)
と
仮
説
検

証
的
方
法
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
共
分
散
構
造
分
析
は
主
に
仮

説
検
証
型
の
統
計
的
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
も
ち

ろ
ん
、
探
索
的
に
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
)
。
こ
こ
で
は
、
仮
説
検

証
的
に
共
分
散
構
造
分
析
を
用
い
た
研
究
例
を
紹
介
す
る
。
諸
観

察
変
数
聞
の
関
係
に
基
づ
き
、
「
人
間
性
の
信
念
」
と
い
う
因
子
が

大
学
生
の
「
平
和
希
求
の
傾
向
」
の
因
子
に
ど
れ
く
ら
い
影
響
し

て
い
る
か
と
い
う
モ
デ
ル
を
検
証
す
る
研
究
で
あ
る
。

1

問
題
日
人
間
性
の
信
念
と
平
和
希
求
傾
向
の
関
連

心
理
学
と
そ
の
関
連
分
野
で
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
時
代
か
ら
人
間

は
何
故
戦
争
を
起
こ
す
の
か
に
つ
い
て
長
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。

文
化
人
類
学
者
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
!
ド
は
、
な
ぜ
戦
争
が
起

こ
る
の
か
に
つ
い
て
、
生
物
的
な
要
因
と
社
会
的
な
要
因
を
重
視

す
る
こ
つ
の
対
立
す
る
立
場
に
お
い
て
、
〈
人
間
は
戦
争
を
発
明
し

た
〉
と
説
明
し
て
い
る
。
戦
争
は
人
間
の
本
能
で
あ
る
と
か
、
人

間
は
戦
争
を
避
け
ら
れ
な
い
と
か
、
人
間
は
戦
争
を
す
る
遺
伝
子

を
持
っ
て
い
る
と
か
い
っ
た
、
い
わ
ば
〈
誤
っ
た
生
物
学
的
な
装

い
を
持
っ
た
信
念
、
神
話
〉
が
、
戦
争
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
棋
が
あ
る
。
こ
の
間

.805 

←E" 

.690 

←E前

共分散構造分析によるセピリア声明の人間観と平和希求傾向の因果モデル
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題
意
識
か
ら
、
一
九
八
六
年
に
、
心
理
学
者
、
社
会
科
学
者
、
人

文
学
者
が
一
堂
に
会
し
、
『
暴
力
に
つ
い
て
の
セ
ピ
リ
ア
声
明
』
(
ア

ダ
ム
ズ
、
一
九
九
六
)
が
採
択
さ
れ
た
。

次
い
で
、
こ
れ
は
、
一
九
八
九
年
に
ユ
ネ
ス
コ
で
採
決
さ
れ
た
。

こ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
暴
力
に
関
す
る
セ
ビ
リ
ア
声
明
に
は
、
五
つ
の

命
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
「
動
物
で
あ
っ
た
わ
れ
わ

れ
の
先
祖
か
ら
戦
争
を
す
る
傾
向
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
う
考

え
は
、
科
学
的
に
不
正
確
で
あ
る
」
、
②
「
戦
争
あ
る
い
は
そ
の
他

の
暴
力
行
動
は
、
人
間
の
本
性
の
中
に
遺
伝
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ

れ
て
い
る
と
い
う
考
え
は
科
学
的
に
不
正
確
で
あ
る
」
、
③
「
人
間

の
進
化
の
過
程
で
は
、
攻
撃
行
動
は
他
の
種
類
の
行
動
よ
り
選
択

さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
う
考
え
は
科
学
的
に
不
正
確
で
あ

る
」
、
④
「
人
間
は
脳
の
中
に
〈
暴
力
中
枢
〉
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
科
学
的
に
不
正
確
で
あ
る
」
、
⑤
「
戦
争
は
〈
本
能
〉
あ
る
い

は
何
か
単
一
の
動
機
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
考
え
は

科
学
的
に
不
正
確
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

2

目
的
と
方
法

【
目
的
】
一
九
八
六
年
の
セ
ピ
リ
ア
声
明
(
ア
ダ
ム
ズ
、
一
九
九

六
)
は
、
戦
争
が
人
間
に
遺
伝
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
人
間
の
「
発
明
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
一
方
で
戦

争
は
人
間
の
本
能
で
あ
る
と
い
う
非
科
学
的
信
念
が
現
代
青
年
の

考
え
方
の
中
に
根
を
は
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
セ
ピ
リ
ア
声

明
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
人
間
性
に
関
す
る
信
念
が
、
青
年
の
平
和

希
求
の
意
識
と
行
動
傾
向
に
、
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
に

つ
い
て
、
質
問
紙
調
査
を
行
な
い
、
共
分
散
構
造
モ
デ
ル
に
よ
る

因
果
・
構
進
分
析
を
試
み
る
。

【
方
法
】
平
和
意
識
の
質
問
項
目
を
杉
田
・
伊
藤
・
中
川
ご
九
九

四
)
を
下
敷
き
に
、
新
た
に
作
成
し
た
。

被
験
者
二
=
一
三
名
の
W
大
学
生
。
男
子
一
一
八
名
女
子
一

O
五

名
。
年
齢
の
範
囲
は
一
八
歳
か
ら
二
六
歳
ま
で
、
平
均
年
齢
一
九
・

三
歳

av--怠
歳
)
。
一
九
九
五
年
六
月
に
大
学
で
の
授
業
時
間

内
に
お
い
て
集
団
実
施
に
よ
る
質
問
紙
調
査
法
に
よ
り
回
答
を
得

た
。
調
査
項
目
の
う
ち
「
人
間
性
に
つ
い
て
の
信
念
」
(
セ
ピ
リ
ア

声
明
項
目
)
と
し
て
、
①
平
和
へ
の
努
力
、
②
反
本
能
論
、
③
弱

肉
強
食
、
の
三
つ
の
尺
度
と
、
「
平
和
希
求
傾
向
」
に
つ
い
て

ω戦

争
と
平
和
に
つ
い
て
の
意
見
と

ω平
和
に
関
す
る
行
動
へ
の
意
志

の
、
五
分
野
に
つ
い
て
五
件
法
に
よ
る
回
答
を
分
析
し
た
。

3

共
分
散
構
造
分
析
の
結
果
と
考
察

上
記
の
五
つ
の
分
野
の
得
点
の
相
関
を
表
1
に
示
す
。
ま
た
、
多

重
指
標
モ
デ
ル
に
よ
る
共
分
散
構
造
分
析
の
結
果
を
図
l
に
示
す
。

今
回
の
目
的
は
、
ど
れ
が
高
い
低
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
強
立

変
数
と
従
属
変
数
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
見
る
事
で
あ
る
。
図
1
は

E
Q
S
(回
g
号
己
申
浅
)
計
算
と
パ
ス
図
の
出
力
を
お
こ
な
っ
た

(図
2
は
A
M
O
S
を
用
い
て
作
成
し
た
て
な
お
、
ソ
フ
ト
に
よ

っ
て
欠
損
値
の
扱
い
が
、
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
生
デ

I
タ
ー

か
ら
E
a
S切
色
。
欠
損
値
を
処
理
し
た
。

共
分
散
構
造
分
析
と
い
う
の
は
、
共
分
散
の
構
造
を
分
析
す
る

方
法
で
あ
る
。
共
分
散
は
、
多
変
量
の
場
合
、
変
数
同
士
の
行
列

.33 
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の
形
式
(
共
分
散
行
列
)
で
表
わ
す
。
共
分
散
を
標
準
化
し
た
も

の
が
、
相
関
係
数
で
あ
り
、
変
数
聞
の
関
係
を
表
示
し
た
も
の
が

表
ー
の
よ
う
な
相
関
行
列
で
あ
る
。
相
関
係
数
の
相
関
の
強
弱
の

関
係
が
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で
説
明
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

方
法
と
し
て
、
共
分
散
構
造
分
析
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
.

相
関
係
数
の
関
係
を
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
っ
て
潜
在
変
数
を

加
え
て
簡
潔
に
締
約
す
る
と
、
図
ー
に
な
る
。
我
々
の
仮
説
は
、

セ
ビ
リ
ア
声
明
が
批
判
し
た
人
間
性
に
対
す
る
悲
観
的
傾
向
が
少

な
け
れ
ば
少
な
い
程
、
平
和
を
希
求
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
楕
円
が
潜
在
変
数
で
あ
り

因
子
分
析
の
因
子
に
相
当
し
、
四
角
形
で
固
ま
れ
た
の
が
観
測
変

数
で
あ
り
、
こ
れ
は
質
問
紙
の
結
果
か
ら
直
接
導
き
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
質
問
紙
か
ら
直
接
に
観
察
さ
れ
た
変
数
が
あ
り
、
そ

の
関
係
が
二
つ
の
潜
在
変
数
(
構
成
概
念
)
に
仲
介
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
変
数
聞
の
関
係
が
は
っ
き
り
す
る
。
矢
印
に
添
え
ら
れ

て
い
る
の
は
標
準
化
さ
れ
た
パ
ス
係
数
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
数

値
は
、
重
回
帰
分
析
で
い
う
と
、
標
準
回
帰
係
数
に
あ
た
り
、
因

子
分
析
に
お
い
て
は
、
因
子
負
荷
量
に
相
当
す
る
。
絶
対
値
は
、

0
か
ら
1
の
値
を
と
り
、
ー
で
あ
れ
ば
一
方
の
分
散
が
他
方
の
分

散
と
一
O
O
%
関
連
が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
人
間
性
の
信
念

(
F
1
)
か
ら
平
和
的
傾
向

(
F
2
)
に
矢
印
が
で
て
い
る
。
こ
の

矢
印
の
パ
ス
係
数
は
、

U
Sで
あ
る
。
こ
れ
を
二
乗
し
た
も
の
を

決
定
係
数
と
よ
び
、
相
手
の
変
数
の
分
散
を
ど
れ
だ
け
説
明
し
て

い
る
か
と
い
う
割
合
を
示
す
。
こ
れ
は
、

D
と
か
E
と
か
と
い
っ

た
誤
差
項
目
以
外
で
説
明
で
き
る
割
合
に
相
当
す
る
。

F
2
の
ば

ら
つ
き
の
六
割
以
上
を
F
l
で
説
明
で
き
、
残
り
の
三
十
数
%
は

他
の
も
の
(
誤
差
項
目
D
に
相
当
)
か
ら
説
明
で
き
る
。
平
和
希

求
傾
向
は
、
人
間
性
の
信
念
か
ら
、
そ
の
分
散
の
か
な
り
の
部
分

が
説
明
で
さ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

図
2
は
重
回
帰
モ
デ
ル
を
A
M
O
S
を
用
い
て
パ
ス
図
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
図
1
の
パ
ス
係
数
よ
り
も
図
2
の
パ
ス
係
数
の
値

が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
図
2
の

x
ー
か
ら

y
2
の

パ
ス
係
数
は
・
訟
で
あ
り
五
つ
の
矢
印
の
中
で
は
忌
大
で
あ
る
が
、

図
1
の
パ
ス
係
数
と
比
べ
る
と
小
さ
い
。
図
1
は、

xー
か
ら
Y

2
の
経
路
に
F
l
と
F
2
が
あ
り
、
パ
ス
係
数
を
た
ど
る
と
、

h
g、

〕∞也、・

3
ふ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
相
関
の
「
希
薄
化
」
が
、
重

回
帰
分
析
で
は
修
正
さ
れ
ず
、
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
っ
て
修
正

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

共
分
散
構
造
分
析
に
つ
い
て
の
考
察

以
上
の
例
の
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ほ
ど
複
雑
な
も
の
で
は
な
い
が
、

質
問
紙
調
査
か
ら
仮
説
検
証
的
な
研
究
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
相
関
(
共
分
散
)
の
デ
l
タ
に
よ
っ
て
因
果
関
係
を

導
く
こ
と
は
慎
重
で
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
仮
説
に
よ
る
モ
デ

ル
が
ど
の
く
ら
い
デ
l
タ
に
当
て
は
ま
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
変

数
相
互
の
関
連
の
強
さ
が
数
量
的
に
表
わ
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
。

以
下
で
は
共
分
散
構
造
分
析
の
長
所
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
す

る
.

表1・セピリア声明の人間観と平和希求傾向各項目の相関

向一一一一一…一…
Y2 Y 1 X3 X2 X 1 

1.000 X 1 

1.000 0.349 X2 

1.000 

1.000 

0.430 

1.000 

-0.091 

0.034 

-0.120 

0.297 

0.294 

-0.180 

0.315 

0.401 

X3 

Y2 

Y 1 



共
分
散
構
造
分
析
の
利
点

多
変
量
解
析
で
は
、
複
雑
な
多
変
数
の
聞
を
な
る
べ
く
締
約
す

る
事
と
、
相
互
の
因
果
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
、
い
ろ
い

ろ
な
手
法
が
発
達
し
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
て
共
分
散
構
造
分
析

で
は
、
潜
在
変
数
聞
の
因
果
関
係
、
相
互
関
係
を
計
算
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
分
析
が
で
き
る
、
非
常
に
大

き
な
可
能
性
を
も
っ
た
手
法
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
こ
れ

ま
で
の
手
法
は
、
共
分
散
構
造
分
析
の
下
位
モ
デ
ル
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
し
、
共
分
散
構
造
分
析
の
ソ
フ
ト
で
も
計
算
が
可
能

で
あ
る
。

①
変
量
聞
の
因
果
や
相
関
の
関
係
が
簡
潔
に
表
現
で
き
る
一
パ
ス

解
析
と
潜
在
変
数
(
要
因
)
の
結
合

多
数
の
観
測
変
数
を
少
数
の
因
子
す
な
わ
ち
潜
在
変
数
に
締
約

し
て
整
理
す
る
と
い
う
因
子
分
析
の
特
徴
と
、
変
数
と
変
数
と
の

関
係
を
パ
ス
図
を
用
い
て
視
覚
的
に
表
わ
す
と
い
う
パ
ス
解
析
と

の
両
者
の
特
長
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複
雑
な
因
果
関
係
や

相
関
関
係
を
簡
潔
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
共
分
散
構

造
分
析
の
大
き
な
長
所
で
あ
る
。
共
分
散
構
造
分
析
は
、
回
帰
分

析
に
潜
在
変
数
(
因
子
)
を
導
入
し
た
手
法
と
も
言
え
る
、
因
子

分
析
の
因
子
聞
に
相
関
や
因
果
関
係
を
導
入
し
た
も
の
と
も
言
え

る。
共
分
散
構
造
分
析
モ
デ
ル
に
よ
る
因
子
分
析
は
「
確
認
的
(
あ
る

い
は
検
証
的
)
因
子
分
析
」
と
呼
ば
れ
、

8
8
5
8
(
一
九

O
四
)
以

来
の
伝
統
的
手
法
で
あ
る
「
探
索
的
因
子
分
析
」
と
は
区
別
さ
れ

る
。
確
認
的
因
子
分
析
で
は
、
関
連
の
薄
い
観
察
変
数
と
因
子
聞

の
母
数
を
0
に
固
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
因
子
構
造
の
仮
説
を
検

証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
探
索
的
因
子
分
析
デ
!
タ
か

ら
帰
納
し
て
因
子
を
抽
出
す
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

②
相
関
の
希
薄
化
が
修
正
で
き
る
日
測
定
誤
差
の
分
離

前
節
の
、
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
る
因
果
モ
デ
ル
と
、
重
回
帰

分
析
モ
デ
ル
と
で
、
標
準
化
さ
れ
た
パ
ス
係
数
を
比
較
す
る
と
、

共
分
散
構
造
モ
デ
ル
で
の
パ
ス
係
数
の
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

共
分
散
構
造
分
析
で
は
独
立
変
数
の
誤
差
の
分
離
、
構
成
概
念
聞

の
誤
差
、
従
属
変
数
の
測
定
誤
差
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

測
変
数
聞
の
「
相
関
の
希
薄
化
」
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
で
あ
る
。

③
モ
デ
ル
の
『
検
証
』
が
可
能
で
あ
る
一
モ
デ
ル
の
改
良
の
容
易

さ
と
適
合
度
指
標

従
来
の
多
変
量
解
析
で
は
、
因
果
モ
デ
ル
が
デ
l
タ
と
ど
の
程

度
適
合
し
て
い
る
か
の
指
標
が
な
か
っ
た
た
め
モ
デ
ル
聞
の
比
較

が
統
計
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
。

豊
田
(
一
九
九
七
)
は
共
分
散
構
造
分
析
と
重
回
帰
分
析
に
よ

る
パ
ス
解
析
の
相
違
点
と
し
て
、
パ
ス
解
析
で
は
、

川
正
確
な
推
定
値
が
報
告
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い

ωモ
デ
ル
と
デ
l
タ
の
適
合
を
吟
味
で
き
な
い

同
分
析
者
の
仮
説
を
表
現
す
る
自
由
が
き
わ
め
て
少
な
い

と
い
う
三
点
で
共
分
散
構
造
分
析
に
劣
っ
て
い
る
と
の
べ
、
『
教
育

心
理
学
研
究
』
論
文
の
パ
ス
解
析
モ
デ
ル
を
共
分
散
構
造
分
析
で

表2・PLSモデルと共分散構造モデルの比較 (Fornell&Cha，1994より作成)
P L S (分散モデル) しISREL (共分散構造モデル}
分散構造 共分散構造

予測の蹟定 多変量正規分布と観察の独立性

予測を志向 母数を志向

一貫性at-凶ge 一貫性

予測の正確さ 母数の正殖さ

潜在変散のケース値を推定 因子不足の場合あり

測定モデルの矢印は外へも内へも 測定モデルの矢印は外へ

(主成分分析+因子分析モデル) (測定方程式は因子分析モデルのみ)
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分
析
し
直
し
て
モ
デ
ル
の
改
善
例
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
論
文
の
共
分
散
行
列
や
相
関
行
列
を
利
用
し

て
再
分
析
で
き
る
の
も
共
分
散
構
造
分
析
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

2

共
分
散
構
造
分
析
の
問
題
点

共
分
散
構
造
分
析
は
長
所
の
多
い
統
計
分
析
方
法
で
あ
る
が
、

問
題
点
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
が
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ

て
み
よ
う
。

①
潜
在
変
数
と
構
成
概
念
の
実
体
化
の
問
題

豊
田
(
一
九
九
二
、
一

O
O頁
)
が
言
う
よ
う
に
「
メ
ン
デ
ル
が
導

入
し
た
遺
伝
子
は
ニ

O
世
紀
初
頭
ま
で
は
構
成
概
念
で
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
D
N
A
と
い
う
形
で
実
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
共
分
散
構
造
モ
デ
ル
で
扱
わ
れ
る
構
成
概
念
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
に
実
在
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
測
定

l
構
造
方

程
式
は
デ
l
タ
の
真
の
発
生
機
構
で
も
な
い
。
共
分
散
構
造
モ
デ

ル
は
、
複
雑
に
か
ら
み
合
い
す
ぎ
て
、
デ
ー
タ
の
振
る
舞
い
を
完

全
に
予
測
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
な
社
会
l
人
文
|
行
動
科

学
分
野
に
お
け
る
実
用
的
な
因
果
関
係
を
発
見
す
る
た
め
の
手
段
、

あ
る
い
は
思
考
の
経
済
の
た
め
の
記
述
の
域
を
出
な
い
」
。
心
理
学

的
な
構
成
概
念
は
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ら
を
実
体
と
し
て
具
象
化
す
る
誤
り
を
、
こ
れ
ま
で
心
理
学
者

は
犯
し
て
き
た
。
グ
l
ル
ド
(
鈴
木
・
森
脇
訳
一
九
八
九
)
は
知
能

研
究
に
お
け
る
知
能
指
数
遺
伝
論
と
因
子
分
析
と
い
う
統
計
的
手

法
に
よ
っ
て
知
能
を
一
つ
の
実
体
と
し
て
具
象
化

(
5
5
8
E
O
R

抽
象
的
概
念
を
具
象
に
変
え
る
傾
向
)
し
て
き
た
歴
史
を
批
判
的

に
検
討
し
た
。
ゴ
ダ
l
ド
、
タ
!
マ
ン
、
ヤ
!
キ
l
ズ
の
知
能
遺

伝
論
・
生
得
性
説
と
ス
ピ
ア
マ
ン
、
パ
ー
ト
、
ジ
エ
ン
セ
ン
な
ど

の
因
子
分
析
に
お
け
る
因
子
(
潜
在
変
数
)
と
し
て
の
知
能
概
念
の

具
象
化
の
言
説
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。
優
れ
た
因
子
分
析

家
た
ち
が
陥
っ
た
の
は
、
構
成
概
念
で
あ
る
「
知
能
」
・
「
因
子
」
が

生
物
学
的
な
実
体
と
し
て
存
在
す
る
「
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
具

象
化
の
誤
り
で
あ
っ
た
。

共
分
散
構
造
分
析
に
お
い
て
も
、
潜
在
変
数
(
因
子
)
を
モ
デ

ル
の
中
に
と
り
い
れ
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
現
実
世
界
に
実
体
と
し

て
存
在
す
る
と
み
な
す
こ
と
と
は
峻
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
標
本
数
の
問
題

共
分
散
構
造
分
析
に
お
け
る
最
適
化
計
算
が
成
功
す
る
か
ど
う

か
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
標
本
数
の
問
題
が
あ
る
.
共
分
散
構
造

分
析
を
お
こ
な
う
に
は
、
粗
い
目
安
と
し
て
一

O
O以
上
の
標
本

が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
(
宮
岳
E
D
-
-
唱
忠
一
服
部
&
海
保
、
一
九

九
六
)
。

E
F
問
。
宮
グ
〉

E
R
8
P
U
E
s
h
F
E
R
W・
(
巴
ま
也
品
目
当
)

は
最
尤
法
で
の
目
安
を
一

O
O標
本
数
と
し
、
標
本
数
の
絶
対
最

小
値
を
五

O
と
し
、
ま
た
、
一
推
定
母
数
あ
た
り
五
標
本
は
最
低

必
要
だ
と
し
て
い
る
。
心
理
学
研
究
の
場
合
、
質
問
紙
調
査
な
ど

で
は
問
題
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
験
的
研
究
や
縦
断

的
な
観
察
に
も
と
づ
く
発
達
研
究
な
ど
で
は
、
五

O
i
一
O
O名

以
上
の
被
験
者
を
得
る
の
は
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
共

分
散
構
造
分
析
を
適
用
す
る
場
合
の
大
き
な
制
約
で
あ
る
。

何
名
の
被
験
者
が
必
要
か
と
い
う
問
題
は
検
定
力
(
検
出
力
)
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唱
。
語
円
に
基
づ
い
て
、
実
験
や
調
査
の
計
画
を
立
て
る
段
階
で
検
討

す
る
(
検
定
力
分
析
)
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
共
分

散
構
造
分
析
に
お
け
る
検
出
力
分
析
の
理
論
は
発
展
し
て
き
で
い

る
(
同
省
E
P
-
3
3
と
は
い
え
、
共
分
散
構
造
分
析
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
か
ら
結
果
が
自
動
的
に
出
力
す
る
と
い
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

③
P
L
S
と
の
比
較

ま
た
、
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
く
似
た
因
果
モ
デ
ル
を
計
算
す

る
方
法
と
し
て

5
5
8
巧
o
E
が
開
発
し
た
P
L
s
s
g
E
F
g包

r
g
R巧
OE--
遺
)
が
代
案
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

P
L
S
の

共
分
散
構
造
分
析
に
勝
る
特
徴
と
し
て
、

g
g色
hwng
合
唱
宝
)

は、

P
L
S
が
①
因
子
得
点
の
不
定
性
、
②
不
適
解
の
可
能
性
、

③
分
布
の
仮
定
、
の
三
つ
を
避
け
て
推
計
学
的
因
果
関
係
を
明
ら

か
に
で
き
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
P
L
S
モ
デ
ル
で
は
被
験
者

数
が
二

O
名
程
度
で
も
モ
デ
ル
構
成
に
よ
る
母
数
推
定
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
。
表
2
は
P
L
S
モ
デ
ル
と
共
分
散
構
造
分
析
モ
デ

ル
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

共
分
散
構
造
分
析
で
は
、
潜
在
変
数
と
観
測
変
数
と
の
関
係
(
測

定
方
程
式
)
が
通
常
、
因
子
分
析
モ
デ
ル
で
あ
る
(
い
わ
ゆ
る
多

重
指
標
モ
デ
ル
)
の
に
対
し
て
、

P
L
S
で
は
、
潜
在
変
数
が
観

測
変
数
の
合
成
変
数
で
あ
っ
て
も
よ
い
(
主
成
分
分
析
モ
デ
ル
)
。

す
な
わ
ち
、
共
分
散
構
造
分
析
(
口
白
戸
モ
デ
ル
)
で
は
、
基
本

的
に
観
測
変
数
が
外
生
変
数
(
一
方
向
の
矢
印
を
受
け
取
ら
な
い

変
数
)
に
は
な
れ
な
い
が
、

P
L
S
モ
デ
ル
で
は
独
立
変
数
に
当

た
る
観
察
変
数
が
外
生
変
数
と
な
り
、
そ
れ
を
合
成
し
た
も
の
を

潜
在
変
数
と
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
共
分
散
構
造
分
析
の
下
位
モ

デ
ル
と
し
て
の

P
L
S
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
豊
田
二
九
九
一
乙
、

豊
田
・
前
回
・
柳
井
(
一
九
九
一
己
、
石
村
(
一
九
九
五
)
を
参

照
さ
れ
た
い
。

豊
田
(
一
九
九
二
)
は
P
L
S
モ
デ
ル
を
共
分
散
構
造
分
析
の

下
位
モ
デ
ル
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
戸
〈
国
い
と
い
う
D
O
S
ベ

ー
ス
の
統
計
ソ
フ
ト
が
あ
り
、
現
在
は
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
の
者
当
5

n
z
E
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
版
(
戸
ω
・0B-uF)
を
開
発
中
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

E
m
O
N
N
F
持
出

(
S
S・3
5・3
)も
、
川
多
変
量
正
規
分
布
が
成

立
し
な
い
と
き
、

ω標
本
数
が
小
さ
い
と
き
、
同
非
収
束
あ
る
い

は
不
適
解
が
起
こ
り
そ
う
な
と
き
(
例
え
ば
母
数
の
多
い
複
雑
な

モ
デ
ル
)
の

P
L
S
モ
デ
ル
が
有
利
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
P
L
S
の
問
題
点
と
し
て
、
(
因
子
)
負
荷
量
を
過
大
に
推
定

し
パ
ス
係
数
を
過
小
に
推
定
す
る
傾
向
に
あ
る
、
母
数
推
定
値
の

解
釈
が
難
し
い
、
統
計
的
検
定
が
で
き
ず
多
標
本
の
分
析
が
で
き

な
い
、
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

④
適
合
度
指
標
の
問
題

標
本
数
は
共
分
散
構
造
分
析
の
適
合
度
指
標
の
問
題
と
も
関
わ

っ
て
い
る
。
国
己
負
伊
田
oE-R(
一
九
九
五
)
は
Q
国
の
問
題
点
と
し
て
、

母
数
推
定
法
と
し
て
最
尤
法
ま
た
は
一
般
化
最
小
二
乗
法
を
用
い

た
場
合
標
本
数
が
二
五

O
以
下
で
は
・

8
と
い
う
0
2
の
目
安
は
当

て
に
な
ら
ず
、
正
し
い
モ
デ
ル
を
偽
と
し
て
棄
却
し
て
し
ま
い
が
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ち
だ
と
し
て
い
る
。
逆
に
、
検
定
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
標
本
数

を
大
き
く
す
る
と
カ
イ
二
乗
検
定
が
有
意
に
な
り
や
す
く
、
「
構
成

さ
れ
た
モ
デ
ル
が
正
し
い
」
と
い
う
帰
無
仮
説
が
棄
却
さ
れ
、
正

し
い
モ
デ
ル
が
棄
却
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、

標
本
数
を
少
な
く
す
れ
ば
い
い
加
減
な
モ
デ
ル
で
も
棄
却
さ
れ
な

い
と
い
う
カ
イ
二
乗
検
定
の
問
題
点
を
、
豊
田
(
一
九
九
二
)
は

指
摘
し
て
い
る
。
豊
田
(
一
九
九
二
)
は
、
共
分
散
構
造
分
析
の

適
合
度
の
指
標
と
し
て
、
モ
デ
ル
の
絶
対
的
評
価
に
は
0
2
(
適
合

度
指
標
)
と
〉
。
明
(
修
正
適
合
度
指
標
)
、
モ
デ
ル
聞
の
比
較
に
は

と
の
(
赤
池
情
報
量
基
準
)
の
三
つ
を
提
唱
し
て
い
る
。

狩
野
(
一
九
九
六
)
も
、
カ
イ
二
乗
検
定
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

数
多
く
の
適
合
度
指
標
が
生
み
出
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
ど
の
指

標
も
理
論
的
背
景
が
脆
弱
だ
と
し
て
、
一
O
O
%
満
足
で
き
る
も

の
は
な
い
が
、
「
標
本
数
N
が
数
百
程
度
で
あ
れ
ば
カ
イ
二
乗
検
定
、

z
ι
8
0前
後
以
上
で
あ
れ
ば
。
戸
。
ョ
を
指
標
に
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
し
つ
つ
、
モ
デ
ル
問
の
比
較
に
は

と
の
も
し
く
は
の
と
の

(
8
E
a
o昆
と
の
)
を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
が

日
本
の
(
少
な
く
と
も
心
理
学
の
)
研
究
者
の
問
で
は
標
準
的
な

【
文
献
】

ア
ダ
ム
ズ
(
編
)
一
九
八
九
・
中
川
作
一

(
訳
)
一
九
九
六
暴
力
に
つ
い
て
の
セ

ピ
リ
ア
声
明
日
戦
争
は
人
間
の
本
能
か

【
声
明
文
と
解
説
】
平
和
文
化

見
解
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
学
会
誌
な
ど
で
も
、
こ
の
三
つ
が

記
述
し
て
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

〉冨
Oω
や
開
。
ω
で
共
分
散
構
造
分
析
を
行
な
う
と
二

0
種
類
以

上
も
の
適
合
度
指
標
が
出
力
さ
れ
て
く
る
。
煩
雑
で
あ
る
し
初
心

者
に
と
っ
て
は
分
か
り
に
く
い
。
今
後
の
研
究
の
進
展
を
望
み
た

い
も
の
で
あ
る
。

3

共
分
散
構
造
分
析
の
今
後
の
展
望

叶

B
B
V
E〕
E
W
O
R含
R
(
石川
wa)
は
一
九
八
七
年
か
ら
九
四
年
ま
で

の
心
理
学
論
文
を
司
唱
。
巳
円
で
検
索
・
分
析
し
七
年
間
で
約
三
倍
に

論
文
数
が
増
え
、
九
四
年
は
全
体
の
論
文
の

0
・
五
%
で
共
分
散

構
造
分
析
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
今
後
の
更
な
る
増

加
を
予
想
し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
一
九
九

0
年
代
に
な
っ
て
か
ら

共
分
散
構
造
分
析
に
よ
る
解
析
が
心
理
学
分
野
で
の
学
会
発
表
や

学
会
誌
論
文
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
部
学
生
に
対

す
る
教
育
も
立
教
大
学
な
ど
で
行
な
わ
れ
始
め
て
き
て
い
る
。
心

理
学
以
外
の
分
野
で
も
今
後
ま
す
ま
す
利
用
さ
れ
る
手
法
で
あ
る

と
思
う
。
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